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災
害
時
に
身
の
安
全
を
守
り
安
否
を
確

認
す
る
場
所
（
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
）
の
こ
と
で
、
自
治
会
な
ど
が
あ

ら
か
じ
め
定
め
ま
す
。

　
一
時
集
合
場
所
は
、
地
元
自
治
会
ま
た

は
地
元
自
主
防
災
組
織
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

ど
こ
に
避
難
す
る
か
？

今
一
度
、
場
所
と
経
路
を
確
認
す
る

◆
一
時
集
合
場
所

正
し
い
情
報
を
取
得
す
る

　
災
害
時
に
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
文
字
放
送
、
音
声
告
知
放
送

端
末
な
ど
で
、
気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど

の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　
ま
た
、
滋
賀
県
で
は
、
防
災
・
防
犯
な
ど

の
身
の
回
り
の
危
険
に
関
す
る
情
報
を
、
希

望
さ
れ
る
人
へ
電
子
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ユ
ー
ザ
登
録
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
お
手
持
ち
の
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
に
情
報
が
届
き
ま
す
。
情
報
に
注
意

し
、
そ
の
後
の
行
動
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

左の二次元コードまたは、http://
www.pref.shiga-info.jpから登録画面
に進み、entry@pref.shiga-info.jp へ
空メールを送信してください。

　「防災かまどベンチ」は、被災時には炊き出しに、平時
はベンチとして活用します。地域住民がともに製作すること
で、住民同士の連帯感が生まれ、炊き出し訓練などを通し
て、防災・減災意識の高揚を図ることができます。本市で
は地域の自助・共助による防災・減災推進として、製作に
要する経費を補助しています。
　栗見出在家町自治会では、今年度、自主防災組織を立
ち上げ、その取り組みの一環として一時集合場所の児童公
園に「防災かまどベンチ」を製作されました。

滋賀県情報政策課　☎077-528-3381　

●気象特別警報・警報・注意報
●地震発生情報
●防犯情報
●各種お知らせなど

一時集合場所に「防災かまどベンチ」

　平成 26 年５月に完成した市役所本庁舎新館は震度７
の地震に耐えられる危機管理センター機能を有していま
す。風水害や地震などの災害、また新型インフルエンザ
などの危機管理対応が必要となった場合に災害対策本
部として使用することとし、本部機能に必要な整備を行
いました。
　災害時には河川の状況や気象情報などが同時に見ら
れる55型８面のマルチディスプレイを始めとした防災情
報システムを完備しています。このシステムにより、情報
の一元化と情報の一覧性を高め、的確かつ迅速な災害
対応が図れるようになります。

まちの防災拠点として

　危機管理センター

「自治会の避難訓練で災害時を想定して
使用するほか、祭りなど行事の際にも利
用し、地域の中心的な場所にしていきた
いです。」藤井自治会長（左）と福永さん（右）

　
災
害
に
よ
り
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
避
難
す
る
建
物
（
小
中
学

校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
の

こ
と
で
、
市
が
定
め
て
い
ま
す
。

　
避
難
所
は
、
防
災
マ
ッ
プ
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆
指
定
避
難
所

TOPICS
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家族の
安否確認

　
関
東
大
震
災
は
１
９
２
３
年
９
月
１

日
11
時
58
分
に
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

阪
神
淡
路
大
震
災
は
１
９
９
５
年
１
月

17
日
５
時
46
分
に
、
東
日
本
大
震
災
は

２
０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46
分
に
発
生

し
、
そ
れ
ぞ
れ
我
が
国
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
　

　
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
家
で
、
学
校

で
、
職
場
で
、
外
出
先
で
、
家
族
と
い
る

と
き
、
一
人
で
い
る
と
き
、
も
し
地
震
が

起
き
た
ら
ど
う
す
る
か
ー
。

　
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
こ
の
日

を
き
っ
か
け
に
、
い
ざ
と
い
う
時
ど
の
よ

う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
、
一
時
集

合
場
所
や
避
難
所
、
情
報
入
手
の
方
法
や

備
蓄
品
な
ど
を
、
今
一
度
、
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日

も
し
今
、
地
震
が
起
き
た
ら･･･

　
　
　
　
　～
あ
な
た
は
ど
う
行
動
し
ま
す
か
～

自分の
身の安全

火の元の確認
火の始末

近所の
安全確認想

像
し
て
み
ま
し
ょ
う

災害情報の
収集・把握は？

何を持って
行こう？

どこに
避難する？

食料は
どうしよう？
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大
規
模
な
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や

浸
水
な
ど
で
被
災
し
た
場
合
、
避
難
所
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
被
災
し
た
と
き
に
ど
う
な
る
の

か
を
具
体
的
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
最
低
３
日
間
く
ら
い
は
自
給
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
の
時
に
、
ど
こ
へ
行
け
ば
よ
い

の
か
、
何
を
持
っ
て
い
く
の
か
、
事
前
に

家
族
で
話
し
合
い
、
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
想
定
さ
れ
る
災
害
を
知
り
、
い
ざ
と
い

う
時
に
あ
わ
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
日
ご

ろ
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
で
す
。
避
難
所

を
確
認
し
て
み
る
、
非
常
持
出
品
を
揃
え

て
み
る
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
対
策
の
主
人
公
は
「
あ
な
た
」
で

す
。
防
災
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
今
一
度

考
え
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

防
災
危
機
管
理
課

☎
０
７
４
８

－

24

－

５
６
１
７

０
５
０

－

５
８
０
１

－

５
６
１
７

　普段使いの食料品などを「買い置き」
しておくことも有効な備蓄方法のひとつで
す。通常購入している保存性のよい食料
品を少し多めに「買い置き」しましょう。
　賞味期限を考えながら計画的に消費
し、消費した分は新たに購入するようにし
ましょう。

食料品備蓄

□⑭米（約１Kg）

□⑮飲料水（９Ｌ）

□⑯缶詰など

□⑰カセットコンロ

災
害
を「
自
分
ご
と
」と
し
て

※写真は準備物の一例です。（特定の商品を推奨しているものではありません。）

３
日
間
は
自
分
の
力
で

（※一人分３日間の例です。）

確認しよう！ 普段使っているもので準備する グッズ

⑪⑫⑬

⑭

⑮

⑯
⑰
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非常持出品
　被災した場合、安全なところに逃げる
時にこれだけは持っていたいという最低
限の備えがあれば安心です。
　家庭や勤務先など、人によって１日の多
くを過ごす場所は違います。とっさの時に、
さっと持ち出して逃げられるコンパクトな１
つのバックを備えましょう。

□①持ち出し袋

□②飲料水

□③非常用食料

□④衣類・タオル

□⑤ラジオ・懐中電灯

□⑥筆記用具

□⑦身分証明書のコピー

□⑧携帯電話・充電器

□⑨救急セット

□⑩衛生用品

□⑪現金

□⑫軍手・携帯トイレ

□⑬雨具

地
震
発
生
時
の

　
　
　
　
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る

・
棚
な
ど
の
家
具
類
か
ら
離
れ
、
机

の
下
な
ど
に
隠
れ
る
。
隠
れ
る
場
所

が
な
い
場
合
に
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
や

雑
誌
な
ど
で
頭
を
守
り
、
揺
れ
が
お

さ
ま
る
ま
で
待
つ
。

■
火
の
元
の
確
認
、
火
の
始
末

・
激
し
い
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、

台
所
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
元
を
確

認
す
る
。

・
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス
の
元

栓
を
閉
じ
る
。

■
家
族
の
安
否
確
認

　
　
　
　
　
　
避
難
経
路
の
確
保

・
災
害
情
報
、避
難
情
報
を
入
手
す
る
。

■
隣
近
所
の
安
否
確
認

・
安
否
を
確
認
し
、
協
力
し
合
っ
て

救
出
や
救
護
を
す
る
。

・
火
災
発
生
時
に
は
消
火
活
動
を
行
う
。

２～５分 地震発生５～10分10分～ 　
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
た
め
に
、
ど
ん

な
行
動
を
と
る
べ
き
か
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

減災普段使っているもので準備する グッズ

①
②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨
⑩
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